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甲殻綱／鰓脚亜綱（ミジンコ亜綱）／無甲目（ホウネンエビ目）／ホウネンエビ科

■キタホウネンエビとは

　キタホウネンエビ（北豊年蝦、学名：Drepanosurus 
uchidai）は、淡水で生活する体長1.5～２cmになる甲
殻類です。名前にエビとつきますがエビの仲間ではあ
りません。甲殻類ですが殻はなく、11対の脚を持ち、
背中を下に向けて泳ぎます。本州の水田などでは近縁
種のホウネンエビが見られ、これが大発生した年は豊作になる、と言われています。

■生息地

　キタホウネンエビは、世界でも石狩湾沿岸の海岸林と青森県の下北半島でしか分布が
確認されていない、日本の固有種です。昭和31（1956）年に小樽市銭函の海岸林で発見
されました。青森県のレッドデータブックでは「Ａランク」（最重要希少野生生物、県
内では絶滅の危機に瀕している野生生物）に指定されています。
　石狩の海岸林の中には、海岸線に平行な波状の微地形が続いています（花畔砂堤列、
石狩ファイルNo.１参照）。キタホウネンエビは、春にその砂堤間の窪地に雪融け水が
集まってできる、一時的な水たまり（融雪プール）に生息しています。

■生活史・生態

　毎年４月上旬、積雪が融けて融雪プールができるとすぐ、孵化したキタホウネンエビ
が見られるようになります。３週間ほどで成熟し、直径約0.4mmの球形の卵を産みます。
５月頃、プールが干上がるまでには成体は死滅しますが、残された卵は乾燥に強く、干
上がった後も夏の高温と冬の低温にも耐え、翌年以降の春、再びプールが形成された時
に孵化します。

■生息地の現状

　砂堤列地形は、本来は海岸から内陸の紅葉山砂丘まで、５～６kmの幅で広がってい
ました。しかし、農地や宅地の開発のために大部分は消失し、現在は幅１km程度の海
岸林の中にしか残っていません。それに伴い、キタホウネンエビの分布域も大幅に縮小
したと考えられます。
　海岸林内では現在でも融雪プールは数多く形成されますが、広さや水量は積雪量や地
下水位などによって毎年変わり、年によってはまったく水がたまらないプールも出てき
ます。また、すべてのプールでキタホウネンエビが見られるわけではなく、新たなプー
ルで生息が確認される一方で、かつて生息していたプールで近年は見られなくなってし
まう事例もあります。キタホウネンエビの生息環境は非常に不安定なのです。
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